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大
分
県
部
等
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞

大
分
県
条
例
第
一
号　

　
　
　

大
分
県
部
等
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

大
分
県
部
等
設
置
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
大
分
県
条
例
第
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

第
三
条
第
二
項
第
四
号
中
「
観
光
、
」
を
削
る
。

　

第
六
条
中
「
商
工
労
働
部
」
を
「
商
工
観
光
労
働
部
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と

し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

三　

観
光
に
関
す
る
事
項

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
人　

大　

分　

県　
　

編
集　

㈱
イ
ン
タ
ー
プ
リ
ン
ツ　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

一
五

　

第
九
条
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１‌‌　

こ
の
条
例
中
第
九
条
を
削
る
改
正
規
定
は
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
、
そ
の
他
の
規
定
は
規
則
で

定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
大
分
県
中
小
企
業
調
停
審
議
会
条
例
の
一
部
改
正
）

２‌‌　

大
分
県
中
小
企
業
調
停
審
議
会
条
例
（
昭
和
三
十
六
年
大
分
県
条
例
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
五
条
中
「
商
工
労
働
部
」
を
「
商
工
観
光
労
働
部
」
に
改
め
る
。

　

（
大
分
県
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
審
議
会
条
例
の
一
部
改
正
）

３‌‌　

大
分
県
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
審
議
会
条
例
（
平
成
十
二
年
大
分
県
条
例
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
六
条
中
「
商
工
労
働
部
」
を
「
商
工
観
光
労
働
部
」
に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

大
分
県
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞

大
分
県
条
例
第
二
号　

　
　
　

大
分
県
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

大
分
県
個
人
情
報
保
護
条
例
（
平
成
十
三
年
大
分
県
条
例
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

第
二
条
中
第
七
項
を
第
八
項
と
し
、
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
項
の
次
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

３‌‌　

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
要
配
慮
個
人
情
報
」
と
は
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
要
配
慮
個
人
情
報
を
い
う
。

　

第
十
二
条
第
一
項
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

六　

個
人
情
報
に
要
配
慮
個
人
情
報
が
含
ま
れ
る
と
き
は
、
そ
の
旨

　

第
十
二
条
第
三
項
中
「
か
ら
第
七
号
ま
で
」
を
「
、
第
七
号
若
し
く
は
第
八
号
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
一
条
第
三
項
中
「
前
三
条
」
を
「
第
十
八
条
か
ら
前
条
ま
で
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
四
条
の
二
第
三
項
中
「
第
二
十
四
条
第
三
項
」
を
「
前
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則



平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日

二

　

（
施
行
期
日
）

１‌‌　

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
一
条
第
三
項
及
び
第
二

十
四
条
の
二
第
三
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

‌‌

（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

２‌‌　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
大
分
県
条
例
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　
　

第
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
二
条
第
三
項
」
を
「
第
二
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞

大
分
県
条
例
第
三
号

　
　
　
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第‌‌

一
条　

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
大
分
県
条
例
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　

‌‌　

別
表
第
七
の
５
の
表
の
５
級
の
項
及
び
６
級
の
項
中
「中
型
船
舶

（１
種

）
」
を
「大

型
船
舶

（３

種

）
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
３
中
「中

型
船
舶

（１
種

）
」
を
「大

型
船
舶

（３
種

）
」
に
、
「2

0
ト

ン
以
上

5
0
0
ト
ン
未
満

」
を
「5

0
0
ト
ン
以
上

1
,6
0
0
ト
ン
未
満

」
に
、
「2

0
0
ト
ン
以
上

1
,6
0
0
ト
ン
未
満

」

を
「1

,6
0
0
ト
ン
以
上

」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
６
中
「中

型
船
舶

（１
種

）
」
を
「大

型
船
舶

（３

種

）
」
に
改
め
る
。

　

（
学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支
給
条
例
の
一
部
改
正
）

第‌‌

二
条　

学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支
給
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
大
分
県
条
例
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
二
条
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

四　

削
除

　
　

第
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

第
六
条　

削
除

　
　

第
十
六
条
中
「
及
び
第
六
条
」
を
削
る
。

　
　
　

附
　
則

大
分
県
報
号
外
（
条
例
）

　

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞

大
分
県
条
例
第
四
号

　
　
　

大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
大
分
県
条
例
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　

別
表
第
三
の
介
護
保
険
法
関
係
事
務
の
項
中
「
八
、
五
○
○
円
」
を
「
九
、
六
○
○
円
」
に
改
め
、
同
表

の
計
量
関
係
事
務
の
項
中

「

三　

体
積
計

」
を

「

三　

温
度
計

　

㈠　

抵
抗
体
温
計

四　

体
積
計

一

個

九
〇
円

」
に
改
め
、
同
表
の
土

地
収
用
関
係
事
務
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

一
〇
万
円
以
下

一
件
　

二
七
、
〇
〇
〇
円

法
令
の
規
定

に
よ
り
国
の

行
政
機
関
と

み
な
さ
れ
て

土
地
収
用
法

第
百
二
十
五

条
第
一
項
た

だ
し
書
の
規

定
が
準
用
さ

れ
る
者
に
つ

い
て
は
、
上

記
の
手
数
料

を
徴
収
し
な

い
。

一
〇
万
円
を
超

え
一
〇
〇
万
円

以
下

一
件

二
七
、
〇
〇
〇
円
に

損
失
補
償
の
見
積
額

の
一
〇
万
円
を
超
え

る
部
分
が
五
万
円
に

達
す
る
ご
と
に
二
、

七
〇
〇
円
を
加
え
た

金
額

土
地
使
用

権
等
取
得

又
は
土
地

一
〇
〇
万
円
を

超
え
五
〇
〇
万

円
以
下

一
件

七
五
、
六
〇
〇
円
に

損
失
補
償
の
見
積
額

の
一
〇
〇
万
円
を
超

え
る
部
分
が
一
〇
万

円
に
達
す
る
ご
と
に

三
、
四
〇
〇
円
を
加

え
た
金
額



平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日

三

等
使
用
権

存
続
期
間

延
長
の
裁

定
申
請
手

数
料

損
失
補
償
の

見
積
額

五
〇
〇
万
円
を

超
え
二
、
〇
〇

〇
万
円
以
下

一
件

二
一
一
、
六
〇
〇
円

に
損
失
補
償
の
見
積

額
の
五
〇
〇
万
円
を

超
え
る
部
分
が
一
〇

〇
万
円
に
達
す
る
ご

と
に
三
、
五
〇
〇
円

を
加
え
た
金
額

所
有
者
不

明
土
地
の

利
用
の
円

滑
化
等
に

関
す
る
特

別
措
置
法

関
係
事
務

二
、
〇
〇
〇
万

円
を
超
え
一
億

円
以
下

一
件

二
六
四
、
一
〇
〇
円

に
損
失
補
償
の
見
積

額
の
二
、
〇
〇
〇
万

円
を
超
え
る
部
分
が

四
〇
〇
万
円
に
達
す

る
ご
と
に
四
、
八
〇

〇
円
を
加
え
た
金
額

一
億
円
を
超
え

る

一
件

三
六
〇
、
一
〇
〇
円

一
〇
万
円
以
下

一
件
　

二
七
、
〇
〇
〇
円

一
〇
万
円
を
超

え
一
〇
〇
万
円

以
下

一
件

二
七
、
〇
〇
〇
円
に

損
失
補
償
の
見
積
額

の
一
〇
万
円
を
超
え

る
部
分
が
五
万
円
に

達
す
る
ご
と
に
二
、

七
〇
〇
円
を
加
え
た

金
額

収
用
又
は

使
用
の
裁

定
申
請
手

数
料

損
失
補
償
の

見
積
額

一
〇
〇
万
円
を

超
え
五
〇
〇
万

円
以
下

一
件

七
五
、
六
〇
〇
円
に

損
失
補
償
の
見
積
額

の
一
〇
〇
万
円
を
超

え
る
部
分
が
一
〇
万

円
に
達
す
る
ご
と
に

三
、
四
〇
〇
円
を
加

え
た
金
額

五
〇
〇
万
円
を

超
え
二
、
〇
〇

〇
万
円
以
下

一
件

二
一
一
、
六
〇
〇
円

に
損
失
補
償
の
見
積

額
の
五
〇
〇
万
円
を

超
え
る
部
分
が
一
〇

〇
万
円
に
達
す
る
ご

と
に
三
、
五
〇
〇
円

を
加
え
た
金
額

二
、
〇
〇
〇
万

円
を
超
え
一
億

円
以
下

一
件

二
六
四
、
一
〇
〇
円

に
損
失
補
償
の
見
積

額
の
二
、
〇
〇
〇
万

円
を
超
え
る
部
分
が

四
〇
〇
万
円
に
達
す

る
ご
と
に
四
、
八
〇

〇
円
を
加
え
た
金
額

一
億
円
を
超
え

る

一
件

三
六
〇
、
一
〇
〇
円

　

別
表
第
三
の
建
築
基
準
法
関
係
事
務
の
項
中

一
八
〇
、
〇
〇
〇
円

（
利
害
関
係
を
有
す

る
者
か
ら
の
意
見
の

聴
取
を
要
せ
ず
、
か

つ
、
大
分
県
建
築
審

査
会
の
同
意
を
要
し

な
い
場
合
に
あ
つ
て

は
一
二
〇
、
〇
〇
〇

円
、
大
分
県
建
築
審

査
会
の
同
意
を
要
し

な
い
場
合
に
あ
つ
て

は
一
四
〇
、
〇
〇
〇

円
）

「

一
八
〇
、
〇
〇
〇
円

」
を

「

」
に
、

「

一
の
既
存
不
適
格
建
築

物
に
つ
い
て
二
以
上
の

工
事
に
分
け
て
増
築
等

を
含
む
工
事
を
行
う
場

合
に
お
け
る
当
該
二
以

上
の
工
事
の
全
体
計
画

変
更
認
定
申
請
手
数
料

一　
　

件

二
七
、
〇
〇
〇
円

」
を

大
分
県
報
号
外
（
条
例
）



平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日

四

「

一
の
既
存
不
適
格
建
築

物
に
つ
い
て
二
以
上
の

工
事
に
分
け
て
増
築
等

を
含
む
工
事
を
行
う
場

合
に
お
け
る
当
該
二
以

上
の
工
事
の
全
体
計
画

変
更
認
定
申
請
手
数
料

一　
　

件

二
七
、
〇
〇
〇
円

一
の
既
存
不
適
格
建
築

物
に
つ
い
て
二
以
上
の

工
事
に
分
け
て
用
途
の

変
更
に
伴
う
工
事
を
行

う
場
合
に
お
け
る
当
該

二
以
上
の
工
事
の
全
体

計
画
認
定
申
請
手
数
料

一　
　

件

二
七
、
〇
〇
〇
円　

に
改
め
る
。

一
の
既
存
不
適
格
建
築

物
に
つ
い
て
二
以
上
の

工
事
に
分
け
て
用
途
の

変
更
に
伴
う
工
事
を
行

う
場
合
に
お
け
る
当
該

二
以
上
の
工
事
の
全
体

計
画
変
更
認
定
申
請
手

数
料

一　
　

件

二
七
、
〇
〇
〇
円

一
時
的
に
他
の
用
途
の

建
築
物
と
し
て
使
用
す

る
場
合
の
許
可
申
請
手

数
料

一　
　

件

一
二
〇
、
〇
〇
〇
円

（
大
分
県
建
築
審
査

会
の
同
意
を
要
す
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、

一
六
〇
、
〇
〇
〇

円
）

」

　

別
表
第
四
の
介
護
保
険
法
関
係
事
務
の
項
中
「
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
」
の
下
に
「
第
六
十
九

条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
試
験
問
題
作
成
機
関
及
び
同
法
」
を
加
え
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当

該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

一‌‌　

別
表
第
三
に
所
有
者
不
明
土
地
の
利
用
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
関
係
事
務
の
項
を
加
え

る
改
正
規
定　

平
成
三
十
一
年
六
月
一
日

　

二‌‌　

別
表
第
三
の
建
築
基
準
法
関
係
事
務
の
項
の
改
正
規
定　

建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
三
十
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
施
行
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　

　

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞

大
分
県
条
例
第
五
号

　
　
　

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
　
　
例

　

（
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第‌‌

一
条　

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
大
分
県
条
例

第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

‌‌　

第
三
十
条
第
四
項
中
「
旧
大
学
令
（
大
正
七
年
勅
令
第
三
百
八
十
八
号
）
の
規
定
に
よ
る
大
学
を
含

む
。
第
四
十
条
第
三
項
、
第
五
十
八
条
第
二
項
第
六
号
イ
、
第
六
十
二
条
第
四
項
、
第
六
十
四
条
第
四

号
、
第
九
十
七
条
第
三
項
、
第
百
五
条
第
四
項
及
び
第
百
七
条
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
学
部
で
」

を
「
短
期
大
学
を
除
く
。
）
に
お
い
て
」
に
改
め
る
。

　
　

第
四
十
条
第
三
項
中
「
の
学
部
で
」
を
「
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）
に
お
い
て
」
に
改
め
る
。

　

‌‌　

第
四
十
二
条
第
五
号
中
「
（
旧
中
等
学
校
令
（
昭
和
十
八
年
勅
令
第
三
十
六
号
）
の
規
定
に
よ
る
中
等

学
校
を
含
む
。
第
五
十
八
条
第
二
項
第
四
号
、
第
六
十
四
条
第
八
号
及
び
第
百
七
条
第
七
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
」
を
削
る
。

　
　

第
六
十
二
条
第
四
項
中
「
の
学
部
で
」
を
「
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）
に
お
い
て
」
に
改
め
る
。

　

‌‌　

第
六
十
四
条
第
四
号
中
「
の
学
部
で
」
を
「
（
短
期
大
学
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い

て
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
の
学
部
で
」
を
「
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
条
第
九
号
中
「
小
学
校
」

を
「
幼
稚
園
、
小
学
校
」
に
改
め
る
。

　
　

第
七
十
三
条
第
十
五
項
中
「
の
学
部
で
」
を
「
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）
に
お
い
て
」
に
改
め
る
。

　

‌‌　

第
九
十
七
条
第
三
項
及
び
第
百
五
条
第
四
項
中
「
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
の
学
部
で
」
を

「
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い

て
」
に
、
「
同
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
の
学
部
で
」
を
「
同
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
に
お
い
て
」
に
改
め

る
。

　

‌‌　

第
百
七
条
第
四
号
中
「
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
の
学
部
で
」
を
「
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ

大
分
県
報
号
外
（
条
例
）



平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日

五

る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
」
に
、
「
同
法
の
規
定
に
よ

る
大
学
の
学
部
で
」
を
「
同
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
に
お
い
て
」
に
改
め
る
。

　

‌‌

（
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改

正
）

第‌‌
二
条　

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平

成
三
十
年
大
分
県
条
例
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
三
十
条
第
四
項
の
改
正
規
定
を
削
る
。

　

‌‌　

第
六
十
四
条
の
改
正
規
定
中
「
第
六
十
四
条
第
四
号
中
「
者
」
の
下
に
「
（
当
該
学
科
又
は
当
該
課
程

を
修
め
て
同
法
の
規
定
に
よ
る
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
者
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
条

第
九
号
」
を
「
第
六
十
四
条
第
九
号
」
に
改
め
る
。

　

‌‌　

第
百
七
条
の
改
正
規
定
中
「
、
同
条
第
四
号
中
「
卒
業
し
た
者
」
の
下
に
「
（
当
該
学
科
又
は
当
該
課

程
を
修
め
て
同
法
の
規
定
に
よ
る
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
者
を
含
む
。
）
」
を
加
え
」
を

削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

大
分
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞

大
分
県
条
例
第
六
号　

　
　
　

大
分
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

大
分
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
（
昭
和
四
十
六
年
大
分
県
条
例
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　

第
二
十
八
条
の
見
出
し
中
「
仮
設
建
築
物
」
を
「
仮
設
建
築
物
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
八
十
五
条
第

四
項
」
を
「
第
八
十
五
条
第
五
項
又
は
第
六
項
」
に
改
め
、
「
仮
設
建
築
物
」
の
下
に
「
及
び
法
第
八
十
七

条
の
三
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
建
築
物
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
施
行
の
日

か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
八
条
の
改
正
規
定
（
「
第
八
十
五
条
第
四
項
」
を
「
第
八
十
五
条
第
五

項
又
は
第
六
項
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

大
分
県
文
化
財
保
護
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞

大
分
県
条
例
第
七
号　

　
　
　

大
分
県
文
化
財
保
護
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

（
大
分
県
文
化
財
保
護
条
例
の
一
部
改
正
）

第‌‌

一
条　

大
分
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
三
十
年
大
分
県
条
例
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　

‌‌　

第
六
条
第
二
項
中
「
特
別
の
事
情
」
を
「
当
該
県
指
定
有
形
文
化
財
の
適
切
な
管
理
の
た
め
必
要
」
に

改
め
、
「
と
き
は
、
」
の
下
に
「
法
第
百
九
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
文
化
財
保
存
活
用
支
援
団

体
そ
の
他
の
適
当
な
者
を
」
を
加
え
、
「
責
に
」
を
「
責
め
に
」
に
、
「
を
選
任
す
る
」
を
「
に
選
任
す

る
」
に
改
め
る
。

　
　

第
十
八
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
現
状
の
変
更
」
を
「
現
状
変
更
」
に
改
め
る
。

　

‌‌　

第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
十
四
条
の
三
中
「
を
適
当
と
認

め
る
」
を
「
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
」
に
改
め
る
。

　
　

第
三
十
九
条
第
一
項
中
「
現
状
の
変
更
」
を
「
現
状
変
更
」
に
改
め
る
。

　

‌‌　

第
四
十
条
の
五
第
一
項
及
び
第
四
十
条
の
六
中
「
を
適
当
と
認
め
る
」
を
「
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
」

に
改
め
る
。

　

‌‌　

第
四
十
一
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
き
棄
し
」
を
「
毀
棄
し
」
に
、
「
禁
錮こ

」
を

「
禁
錮
」
に
、
「
五
万
円
」
を
「
三
十
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
、

「
三
万
円
」
を
「
十
五
万
円
」
に
改
め
る
。

　

‌‌　

第
四
十
二
条
第
一
項
中
「
き
損
し
」
を
「
毀
損
し
」
に
、
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
、
「
五
万
円
」
を

「
三
十
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
、
「
三
万
円
」
を
「
十
五
万
円
」
に

改
め
る
。

　
‌‌　

第
四
十
二
条
の
二
中
「
現
状
の
変
更
」
を
「
現
状
変
更
」
に
、
「
三
万
円
」
を
「
十
五
万
円
」
に
改
め

る
。

　

（
大
分
県
文
化
財
保
護
審
議
会
条
例
の
一
部
改
正
）

第‌‌
二
条　

大
分
県
文
化
財
保
護
審
議
会
条
例
（
昭
和
五
十
年
大
分
県
条
例
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
一
条
中
「
第
百
九
十
条
」
を
「
第
百
九
十
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

大
分
県
報
号
外
（
条
例
）



平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日

六

１　

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

大
分
県
立
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞

大
分
県
条
例
第
八
号　

　
　
　

大
分
県
立
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

大
分
県
立
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
大
分
県
条
例
第
五
十
八

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
の
表
の
大
分
県
立
総
合
体
育
館
（
以
下
「
総
合
体
育
館
」
と
い
う
。
）
の
項
中
「
大
分
県
立
総
合

体
育
館
（
以
下
「
総
合
体
育
館
」
と
い
う
。
）
」
を
「
大
分
県
立
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
場
（
以
下
「
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
場
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
条　

削
除

　

第
十
三
条
中
「
総
合
体
育
館
」
を
「
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
場
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

大
分
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞

大
分
県
条
例
第
九
号

　
　
　

大
分
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

大
分
県
議
会
委
員
会
条
例
（
昭
和
四
十
年
大
分
県
条
例
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
一
号
中
「
国
民
文
化
祭
・
障
害
者
芸
術
文
化
祭
局
の
所
管
に
属
す
る
事
項
」
を
削
り
、
同
条
第

三
号
中
「
商
工
労
働
企
業
委
員
会
」
を
「
商
工
観
光
労
働
企
業
委
員
会
」
に
、
「
商
工
労
働
部
」
を
「
商
工

観
光
労
働
部
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

大
分
県
報
号
外
（
条
例
）

１‌‌　

こ
の
条
例
中
第
二
条
第
一
号
の
改
正
規
定
は
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
、
そ
の
他
の
規
定
は
大
分

県
部
等
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
三
十
一
年
大
分
県
条
例
第
一
号
）
第
三
条
及
び
第
六

条
の
改
正
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２‌‌　

こ
の
条
例
中
第
二
条
第
三
号
の
改
正
規
定
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
大
分
県
議
会

委
員
会
条
例
（
以
下
「
旧
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
商
工
労
働
企
業
委
員
会
の
委
員
長
、
副
委

員
長
及
び
委
員
で
あ
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
大
分
県
議
会
委
員
会
条
例
（
以
下

「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
商
工
観
光
労
働
企
業
委
員
会
の
委
員
長
、
副
委
員
長
及
び
委
員

と
な
る
も
の
と
す
る
。

３‌‌　

こ
の
条
例
中
第
二
条
第
三
号
の
改
正
規
定
の
施
行
の
際
現
に
旧
条
例
の
規
定
に
よ
る
常
任
委
員
会
に
付

議
さ
れ
て
い
る
事
件
で
審
査
又
は
調
査
中
の
も
の
は
、
新
条
例
の
規
定
に
よ
り
そ
の
事
件
を
所
管
す
る
こ

と
と
な
る
常
任
委
員
会
に
付
議
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。


